施設処遇会議　議事録

と　き：H18.12.18　13:30～15:30

ところ：青山荘地域交流室

　　　　　出席者：C.E.O・村田I.O.O・秋山Ｇ.Ｏ.M・長谷部G.O.M

山口・三浦・山田・小笠原・佐々木

原・小坂

（欠席者：清水G.O.M・小松）

記　録：小坂

議題

１：関　　秀治様（青山荘入所者様）の処遇について

２：小野寺ノリ様（青風荘利用者様）の処遇について

３：神山　和典様（青明舎荘入所者様）の処遇について

１：関　　秀治様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症

　＜問題点＞

　①　職親利用について

· 対人交流（慣れない他人と話すことができない）

· 働くこと(活動内容)に不安がある

· 将来どのように生活していけば良いか不安に考えている。

　介入方法→・職親事業所と（利用予定先）と連携をとり、本人が理解しやすい説明・体験等を行ない、作業をしやすい環境作りを行なう。作業終了後にフィ－ドバック・申し送りなど他利用者や管理人様と振り返る時間を設ける。その際はマイナス面よりもプラス面を多く振り返る。

・課題点・問題点は各スタッフが事業所へ定期的に訪問し、書き出しておき、それを元に個別やSSTなどの集団的な関わりの中で練習し対処能力の向上を図る。

・練習した対処能力に関しては、関係機関で情報共有を図り、本人を褒める等の活動を行なう。

・出来ることをある程度継続して行ない、それに付加させる形で作業を増やしたりして目標を設定して、段階ごとに積み重ね、自信をつけさせる。

・職員と一緒に退所後の生活を想定、食事作りや洗濯・金銭管理など不安ね部分を練習していく。（本人からも相談することはあるが、気を使い相談しないことがある為、相談の機会を設けたり、交換日誌などで連絡調整する。

・職親体験実習場所への交通費（1日400円）なども気にかけているが、希望しているグル－プホーム入居が決定後に住所を八戸市へ変更し、市営バス特別乗車券の交付申請をする。

　　　　　・退所後の相談や支援機関・支援内容を検討する。

＜評価＞

　チャレンジの負荷が大きいのではないか、もう少し早い時期の検討が必要だったのではないか、その為厳しい面がある。細やかなプランを立て、退所してからではなく、早いうちにナイトケアに参加させてみる。また、入居に関しても試験的に体験や交流を持たせる必要があると思われる。職親の件と退所後の生活技術の両方を進めていくのは本人にとって負担が重いと思われることから、それぞれの分野でどのスタッフがどのように関わっていくか落差にならないよう支援する。生活の場は移っても全面的なバックアップが必要。本人には頑張ってというのはプレッシャーになる為、気がついたら出来ていたという流れが理想。

２：小野寺ノリ様（青風荘利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症

　＜問題点＞

1 健忘が著明となってきている。（月日、物の置き場所が分からなくなる。）

介入方法→・カレンダーを作成して毎日、本人と確認しあう。名前を付け置き場所を定着させ本人と確認する。方向が分からなくなっている事から移動時や本人の行動に十分配慮する。（デイナイケアへも依頼）

　②食事・入浴以外は居眠りが目立ち、活動性の低下・健忘に伴い、ADLの低下が著明に見ら

れる。

　介入方法→・日課の曜日、時間を決めて手順を促しながら一緒に行ない、その都度声かけ　　　　　　　　をする。一人で行なう事が難しい場合は促し、介助する。

　　　　　・その都度、声掛けして今何をしているか、何をしなければならないか本人に分かるように説明する。

　　　　　・動かないことから体重過多になっている為、朝の体操を行なうなど促している。

＜評価＞

日中、眠っている時間が長くなってきている事から処方の見直しが必要と思われる為、12/25外来受診の予定とする。本人、方向が分からなくなり迷子になる危険性がありうる為、衣服に名前をつけ、緊急連絡カ－ドを携帯して頂き、毎朝確認しあう。動かないことから体重過多になっている為、動物（犬）を共にして散歩を行ない運動不足を解消しても良いのではないか。

（介護認定申請に関しては認定に時間を要しない為、その時になってからでも良い。）

３：神山　和典様（青明舎入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症

＜問題点＞

①友人に食事をおごったり、金銭の貸し借りをおこなっている。

介入方法→・金銭の遣り取りはトラブルを招くことを説明する。毎月、小遣い帳の確認を行う。金銭の貸し借りをしている場合には助言する。関係機関（ナイトケア・外来）と情報共有を図る。

2 金銭面で不安を訴え、ナイトケアを欠席することがある。

介入方法→医療費の説明を行ない、通所を促す。お金の使途についての振り返りと指導を行なう。残金での生活の送り方をアドバイスする。各関係機関（ナイトケア・外来）と情報共有を図る。

3 借金の申し込みなどを上手く断ることが出来ない。

　介入方法→謝金の申し込みを断る必要性を説明し、本人との信頼関係を築く。金銭トラブルが起こった場合のデメリット引き続き説明する。（各関係機関（ナイトケア・外来）と情報共有を図る。

＜評価＞

問題点では金銭面が上がっているが本人から金銭面で困っている訴えはないのか実情はどうなっているのか。本人は不透明で表面上だけでは分からない部分があり、他者との取引にたけている様子。本来は自分の利益が上まわっているのでないか、取り巻きの調査も必要と思われる。前例があることから、衣類・持ち物に新品があった場合は要注意が必要。保護者の生活も楽ではないはず、もっと本人の金銭面を把握した方がよい。その為にもナイトケアへの通所を強く勧める。聞き入れない場合は保護者の兄（本人は怖がっている）との接触させることも必要ではないか。

（情報を把握していないようで本人に対しての情報収集が必要である。）

